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Abstract
大質量星の形成は周りの物質を電離(ＨⅡ領域を形成)し､近くの星形成率を支配し様々なスケールで星間物質に影響を与える。
そのため､ＨⅡ領域やその周辺の分子雲の物理量を正確に決めることは星形成だけでなく銀河形成を考える際も重要となる。
S76EはSh2-76方向のHⅡ領域に付随する水メーザー源である。この領域は様々な分子輝線観測(表1)が行われているが､この領
域について詳細に調べられたモノはない。また、近くには視線速度が-30 km/s異なる水メーザー源S76Wが存在しており、
空間分布についても議論したい。

Astrometry of S76E
VERAを用いてS76Eに対して2010年12月から2012年6月までの計7回のVLBI観測を行った｡
解析はAIPSを用いてクエーサーに準拠した位相補償を行い､0.467±0.031 masの年周視差を

測定することに成功した。これにより求まる年周視差距離は2.1+0.15
-0.13 kpcである｡

運動学的距離､測光学的距離とも一致する｡
また､固有運動は(μa·cosq,μq) = (-1.35±0.10,-1.06±0.42) mas/yrとなり､
R0 = 8.34 kpc,Q0 = 240 km/s (Reid et al. 2014),平坦な回転曲線Q = Q0 = 240 km/s)を
仮定すると、特異運動は(US,VS,WS)＝(19±6,14±8,15±10) masである。
図１の赤矢印は23.6 km/sの特異運動であり､Sagittarius armに付随している。

図３.CO map (T.M.Dame et al. 1984)

図１.銀河面上への投影(Reid et al. 2014)
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散光星雲Sharpless 領域76(l = 40.5°､b = 2.5°)にあるIRAS18537
＋0749の周りには2つの水メーザー源が存在する事が知られている。
これらを入来局で単一鏡観測したところ離角が3’20”しかないにも
関わらず視線速度に30 km/sの差が出た。

天球面上では奥行き構造が分からない｡
視線速度の違いから視線方向に
空間分解することで立体的な構造を
理解できる。
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それぞれ視線速度から運動学的距離を求めると
S76EがVnear = 2.1 kpc(Sagittarius arm), Vfar = 10.6 kpc
S76WがVnear = 0.01 kpc(local arm), or Vfar = 12.7 kpc(Perseus arm)
S76WにおいてもこれからVERAを用いて年周視差を測定し距離測定を
行っていく。
COの観測からも視線方向に分子雲が重なって観測されている。

図２.IRAS 18537+0749を中心とした
CS(2-1)のmap (Zinchenko et al.1994)と

入来局単一鏡で２２GHZ水メーザーを観測したスペクトル

表1.S76E:分子輝線観測による視線速度

図4.LIRIS(J=blue,Ks=green), 
Spitzer(5.8μm=red),Blue (OB-type dwarfs), 
Green (A,F,and G dwarfs),Red (giant stars),
Yellow (Herbig Ae/Be candidates)
(S.Ramirez Alegria et al. 2014)
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